
 

アマゾンの知財戦略：イノベーション投資、プ

ラットフォーム防御、およびグローバル規制リ

スクの厳密分析 
 

 

エグゼクティブサマリ 
 

Amazonの知的財産（IP）戦略は、巨額の研究開発（R&D）投資と、多岐にわたる事業領域（Eコマー
ス、クラウド、ロジスティクス）を包括的に保護するための防御的・攻勢的なアプローチを組み合わせ

た、複雑なハイブリッド戦略として構築されています。この戦略は、技術的優位性の確保、市場競争

力の強化、およびプラットフォームの健全性維持という三つの柱から成り立っています。本レポート

は、Amazonの知財活動、組織体制、主要な法的課題を厳密に分析し、将来的な戦略的含意を提示
します。 

●​ R&D投資の規模と焦点: Amazonは、2025年6月までの直近12か月間で約959億7,600万ドル
という世界最高水準のR&D投資を実施しており、これが知財創出の主要な原動力となっていま
す 1。 

●​ ポートフォリオの構造的特徴: Amazonはグローバルで約34,908件の特許を保有し 2、特にAI駆
動型ロジスティクスと自動化技術に特化した2,700件以上の特許ポートフォリオを持つことで、
小売競合他社に対する圧倒的な技術的優位性を確保しています 3。 

●​ プラットフォーム防御への投資: Eコマース部門の健全性を守るため、2024年にブランド保護活
動に10億ドル以上を投資し 5、Brand Registry、Transparency、およびCounterfeit Crimes 
Unit (CCU)を通じて、模倣品対策を能動的に実施しています 5。 

●​ 組織体制の統合: 知財戦略は、Senior VP/General Counselが統括する法務・コンプライアンス
部門の下で、訴訟リスクや競争法上の懸念と統合的に管理される中央集権的な体制をとってい

ると見られます 7。 
●​ SEP訴訟リスクの顕在化: Nokiaとの標準必須特許（SEP）侵害訴訟（ITCケース）において、

FRAND交渉義務に関するAmazonの防御が却下されたことは、コネクテッドデバイス事業にお
ける輸入差し止めリスクを高める短期的な法的脅威となっています 8。 

●​ 競争法上の主要リスク: 欧州委員会（EC）は、Amazonがマーケットプレイスセラーの非公開
データを自社のプライベートブランド開発に利用している疑いについて、独占禁止法調査を継続

しており、これは知財生成プロセスの公正性に関する中期的な規制リスクです 9。 
●​ イノベーション駆動メカニズム: 従業員に対する金銭的・非金銭的な特許インセンティブプログラ



ム 10を通じて、「パテント・フライホイール」と呼ばれる継続的な発明のサイクルを社内に構築し
ています。 

●​ AWSのハイブリッド戦略: AWSはオープンソース（OSS）の利用を推進しつつ 11、同時にクラウド
インフラ技術における防御的特許ポートフォリオを構築しており 12、OSSコミュニティとの協調と、
コア技術の排他性の維持というバランスを追求しています。 

●​ 知財執行の多様化: APEXプログラムを通じて、特許権保有者が侵害リストの削除だけでなく、
ライセンス供与を通じた収益化を選択できる仕組みを提供しており 13、プラットフォーム内での
知財紛争解決の効率化を試みていると推察されます。 

●​ 経営リスクの明記: Amazonは10-Kにおいて、自社IPの適切な保護の失敗および第三者IP侵害
による訴訟リスクを、事業継続上の重要なリスク要因として明記しており 14、知財問題が経営層
の主要な懸念事項であることを示しています。 

 

本文 
 

 

I. 背景と基本方針：成長戦略を支える知財基盤 
 

 

A. R&D投資の規模と知財創出の源泉 

 

Amazonの知財戦略の基礎は、その比類なき研究開発（R&D）投資の規模にあります。Amazonは、
技術的な革新を通じて長期的な競争優位性を確保するため、世界で最も大規模なR&D支出を継続
的に行っており、この投資こそが、広範な知的財産ポートフォリオの直接的な源泉となっています。 

AmazonのR&D費用は、年々増加の一途をたどっています。2021年の560億5,200万ドルから、
2022年には732億1,300万ドルへと、30.62%という大幅な伸びを記録しました。その後、2023年には
856億2,200万ドル（前年比16.95%増）、2024年には885億4,400万ドル（前年比3.41%増）と、増加
率は一時的に鈍化しつつも、絶対額は高水準を維持しています。そして、2025年6月までの直近12
か月間（TTM）の研究開発費は、約959億7,600万ドルに達しており、前年比で11.64%の増加を示し
ています 1。 

この巨額な支出は、AWSのインフラ技術、AI/機械学習（ML）、ロジスティクス自動化、およびデバイ
ス開発といった、Amazonの多角的な事業領域を支える革新的技術の開発に投じられています。
R&D費用が継続的に高い伸びを示す一方で、特許付与件数が近年ピークを過ぎたように見える傾
向 2が観測されることがあります。この乖離は、Amazonのイノベーションの焦点が、従来型のハード



ウェアやプロセス特許から、特許適格性が複雑な高度なAIモデルやデータサイエンス、あるいは企
業秘密として保持されるAWSのコアインフラ技術にシフトしている可能性を示唆しています。この分
析から、知財戦略の重心が「特許の量」から「技術の質・秘密性」へ移行しているか、または特許出

願の公開にかかる18か月間のラグタイムが短期的な数字をマスクしている可能性の両方が考えら
れます。この傾向の把握は、Amazonの将来の技術的ポートフォリオを予測する上で極めて重要で
す。 

 

B. 知的財産権の経営上の位置づけ 

 

Amazonは、その事業成功において知的財産権（商標、著作権、特許、企業秘密）を不可欠な要素と
して位置づけています。同社は、年次報告書（10-K）において、これらの知的財産権を適切に保護す
ること、および第三者からの侵害訴訟から防御することが事業継続上の重要なリスク要因であると

明記しています 14。この明示的なリスク開示は、単なる定型的な記述ではなく、Amazonが標準必須
特許（SEP）訴訟、広範な模倣品問題、技術のコモディティ化といった複合的な知財関連の脅威に常
に直面していることに対する経営層の強い認識を反映しています。この認識に基づき、知財部門は、

単なる法務コストセンターではなく、訴訟リスクのヘッジと市場競争力維持のための戦略的中核を

担っていることが裏付けられます。 

Amazonの知財戦略は、(1) 顧客体験の向上、(2) 運用効率の最大化、(3) 新規事業の開拓（特に
AWS）を可能にする「成長のフライホイール」の中核として機能しています。グローバルで約34,908件
の特許を保有し、そのうち27,389件がアクティブであるという規模 2は、広範な技術分野において技
術的排他権を確保し、競合他社に対する参入障壁を構築する明確な意図を示すものと推察されま

す。 

 

C. Eコマースにおける防御的知財戦略 

 

Eコマースプラットフォームを運営するAmazonは、マーケットプレイスの正当性を担保し、顧客の信頼
を維持する責任を負っています。したがって、Eコマース部門の知財戦略は、ブランドオーナーの知
財権を保護し、商品が知財を侵害しないことを保証する「防御的戦略」が中心となります 15。 

この戦略を支えるのがAmazon Brand Registryであり、登録商標を持つ権利者向けに独自の検索
ツールや侵害報告に基づく予測自動化機能を提供することで、プラットフォーム上での模倣品検知と

排除を支援しています 15。この活動への大規模な投資は、短期的なコスト増を伴うものの、中長期的
にプラットフォームとしての正当性（License to Operate）と、主要な収益基盤であるサードパーティセ
ラーのエコシステムを維持・強化するための不可欠な要素であると評価されます。 



 

I. 当章の参考資料 

 

●​ 1 url: 
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/AMZN/amazon/research-development-expen
ses 

●​ 14 url: 
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/1018724/000101872424000161/amzn-2024093
0.htm 

●​ 2 url: https://insights.greyb.com/amazon-patents/ 

 

II. 全体像と組織体制：知財管理とイノベーション駆動機構 
 

 

A. 知的財産管理の組織構造とリーダーシップ 

 

Amazonの組織構造は、広範な事業領域とグローバルな展開を反映し、階層的かつ機能・地域ベー
スのグループ編成を採用しています 17。この複雑な構造の中で、知的財産戦略を含む法務、コンプ
ライアンス、および規制関連事務は、Senior Vice President, General Counsel, and Secretaryであ
るDavid Zapolsky氏によって統括されています 7。 

Zapolsky氏は、2012年にGeneral Counselに就任する以前から、訴訟、プライバシー、競争法、そし
て知的財産を含む幅広い法的課題に対応する部門を統率してきました 7。この中央集権的なリー
ダーシップ体制は、Amazonの知財活動が各事業部門の個別のニーズを超え、グローバルな事業リ
スク（独禁法リスク、SEP訴訟リスク）全体に対する防御策として機能していることを示唆しています。
特に、プラットフォームにおけるデータ利用規制や独禁法上の課題が深刻化する中で、知財を中核

とする法務機能が、企業全体の整合性を保ち、迅速な全社的対応を可能にする「統合エンジン」の

役割を果たしていると評価できます。 

現場レベルでは、Eコマースの健全化のため、模倣品対策に特化した専門部隊であるCounterfeit 
Crimes Unit (CCU)や、Brand Registryを運用するチームが存在し 5、これらが知財執行の実働部隊
として、小売業務の信頼性を直接的に支えています。 

 

https://www.macrotrends.net/stocks/charts/AMZN/amazon/research-development-expenses
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/AMZN/amazon/research-development-expenses
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/1018724/000101872424000161/amzn-20240930.htm
https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/1018724/000101872424000161/amzn-20240930.htm
https://insights.greyb.com/amazon-patents/


B. 社内イノベーション駆動システム：「パテント・フライホイール」 

 

Amazonは、継続的な技術革新を知財として結実させるため、従業員の発明活動を積極的に奨励す
るインセンティブシステムを構築しています 18。これは、発明者に金銭的な報酬を提供するほか、非
金銭的な認知を与えることで、発明文化を根付かせることを目的としています 10。例えば、Amazon
では、特許を取得した発明者に対して、達成の証としてインターロック式のアクリル製パズルピース

（パテント・キューブ）を授与することが報告されています 10。 

このインセンティブシステムは、知財部門が提供する研修（既存の特許事例を用いた発明適格主題

の教育など）と連携し、「パテント・フライホイール」と呼ばれる自己増強型の循環プロセスを形成して

います 10。このプロセスは、発明者への適切な認知と報奨を通じて、さらなる発明開示（Invention 
Disclosure）を促し、それが継続的に高品質な特許を生み出すための内部文化を醸成しています。
この仕組みは、巨額なR&D投資の効果を知財という排他権に効率的に変換し、技術的優位性を維
持するための構造的な基盤となっていると見られます。 

 

C. 知財戦略とオープンソースポリシーの整合性（AWSを中心に） 

 

Amazon Web Services (AWS)は、クラウド市場のリーダーとして、オープンソースソフトウェア（OSS）
技術の利用と貢献を推進する姿勢を示しています 11。OSSの原則は、技術を特許や高価なライセン
スの背後に閉じ込めることを進歩の制限と見なし、コミュニティベースの技術進化を重視しています 
11。 

しかし、AWSの知財戦略は、このOSSの理念を尊重しつつも、自社の競争優位性を守るために防御
的な特許ポートフォリオの構築も同時に進める「ハイブリッド・アプローチ」を採用しています 12。クラ
ウド分野の特許は、しばしば抽象的すぎたり広範すぎたりするとして特許適格性の審査が厳しくなる

傾向があるため、AWSは特定の技術的実装、例えばハイブリッドクラウドシステムやエッジコン
ピューティングといった最先端のインフラ技術に焦点を当てた防御的特許群を構築しています 12。 

この戦略は、AWSが提供する商用化されたOSSベースのサービスにおいて、コアのOSSコンポーネ
ントとは別に、付加価値の高い独自機能やインフラ管理技術を特許で保護するという二重構造を示

唆しています。このバランスが崩れた場合、例えばOSSコミュニティへの貢献が不十分であったり、
OSSのライセンス条件を迂回するような特許主張を行ったりすると、コミュニティとの信頼関係が損な
われるリスクがあるため、どの範囲まで特許保護を求めるかがAWS知財戦略の重要な焦点となって
います。 

 

II. 当章の参考資料 
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III. 詳細分析（技術領域）：特許ポートフォリオの構造と競争優位性 
 

 

A. クラウドインフラストラクチャ（AWS）の特許戦略 

 

AWSは、クラウドコンピューティングサービスを提供する上で、その市場リーダーとしての地位を維持
するために、技術的な優位性を法的に確保する特許戦略を展開しています。クラウド関連の発明

は、一般的に新規性、非自明性、有用性といった特許要件を満たす必要がありますが、抽象的な概

念や広範なクレームは特許庁による審査で厳しく精査される傾向があります 12。 

この法的環境を踏まえ、AWSは、抽象的ではない特定の実装技術に焦点を当てた特許ポートフォリ
オを構築しています。具体的には、ハイブリッドクラウドシステム、エッジコンピューティング、および

環境負荷低減を目指すグリーンクラウドイニシアティブといった、クラウドサービスの運用効率と次世

代機能に直結する分野での特許取得に注力していると推察されます 12。 

AWSの知財の活用戦略は、将来的な技術競争と訴訟リスクに備えることに重きが置かれています。
これには、競合他社とのクロスライセンス契約の締結、防御的特許ポートフォリオの継続的な構築、

そして新サービス開始前の徹底したFreedom-to-Operate（FTO）調査の実施が含まれます 12。特
に、AWSのグローバルな展開を考慮すると、米国、欧州、中国、日本といった主要な技術市場におい
て、各国の規制や競争環境を踏まえた地域ごとの防御的ポートフォリオ構築が必須となっており、知

財管理が多大なグローバルリソースを要求する要因となっていると評価されます。 

 

B. AI/ML特許ポートフォリオの構成と焦点 

https://www.reddit.com/r/patentlaw/comments/v0zqt7/employees_who_file-for-patent-along-with-tier/
https://www.reddit.com/r/patentlaw/comments/v0zqt7/employees_who_file-for-patent-along-with-tier/
https://www.upcounsel.com/cloud-computing-patents
https://aws.amazon.com/what-is/open-source/
https://www.law.berkeley.edu/our-faculty/faculty-profiles/david-zapolsky/
https://www.functionly.com/orginometry/amazon-corprate-structure
https://www.finnegan.com/en/insights/articles/the-patent-flywheel-driving-a-culture-of-innovation.html
https://www.finnegan.com/en/insights/articles/the-patent-flywheel-driving-a-culture-of-innovation.html


 

Amazonは、AI/機械学習（ML）技術を知財戦略の主要な柱としており、年間1,500件以上のAI関連
特許を出願しています 3。この活動規模は、ハイテク大手の中でMicrosoft（年間2,500件超）や
Google（年間2,000件超）に次ぐ水準にありますが、AmazonのAI特許の焦点には明確な戦略的集
中が見られます。 

競合他社がそれぞれ異なる領域で強みを持つ中、MicrosoftがAIセキュリティとプライバシー（3,500
件以上）に、Googleが検索/レコメンデーション、ディープラーニング（6,500件以上）に特化している
のに対し、AmazonのAI特許ポートフォリオは、AI駆動型ロジスティクスと自動化に特異的に集中して
おり、この分野で2,700件以上の特許を保有しています 3。 

この戦略的集中は、Amazonの技術開発が、単なる情報処理の普遍的な領域ではなく、Amazonの
コア競争力であるサプライチェーンの差別化に注力されていることを示しています。これらのロジス

ティクス特許は、Amazonが物理的なフルフィルメントセンター（FC）、倉庫管理、配送ネットワークに
おいて、他社には真似できない効率化とコスト削減を実現するための技術的基盤を提供していると

考えられます。この特許群こそが、競合他社がR&D投資を増やしても容易に追いつけない、持続的
なコスト優位性を生み出す強力な参入障壁として機能していると推察されます。 

 

C. ロジスティクス・自動化技術の圧倒的な優位性 

 

Amazonの特許ポートフォリオ全体（約34,908件のグローバル特許）は 2、Eコマースおよび従来の小
売業界の競合他社と比較して、圧倒的な規模と深度を持っています。小売競合との比較では、

Amazonの特許保有数は、eBay（1,438件）、Alibaba（440件）、Walmart（349件）と比較して桁違い
に大きく、Amazonが知財を競争戦略の中核に据えていることが明らかです 4。 

この技術的優位性は、特にロジスティクス、倉庫の自動化、およびラストマイル配送技術に集中して

います。Amazonは、飛行型倉庫、ドローン配送、仮想試着ミラーといった革新的な技術に関する特
許を確保しており 4、これは単なる現在の運用改善に留まらず、次世代の小売体験とサプライチェー
ンにおける知財的排他権を早期に確立しようとする戦略的な動きと評価できます。Amazonは、この
特許戦略を通じて、小売業とハイテクインフラ企業、ロジスティクス企業としての機能を統合した新し

い産業類型を確立しており、知財がその統合を可能にする法的な接着剤として機能していると見ら

れます。 
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IV. 詳細分析（市場/顧客）：Eコマースにおけるブランド保護と模倣品対策 
 

 

A. 模倣品対策へのコミットメントと大規模投資 

 

AmazonのEコマースにおける知財戦略は、プラットフォームの信頼性という無形資産を保護すること
に重点を置いています。Amazonは、この目的に対する強いコミットメントを財務的な投資規模で示し
ており、2024年にはブランド保護活動に10億ドル以上を投じたと報告されています 5。この投資は、
詐欺、模倣品、その他の不正行為に対処するため、機械学習科学者、ソフトウェア開発者、専門研

究者を含む数千人の専門家チームの雇用と、高度な技術開発に充てられています 5。 

この大規模な投資の結果、Amazonはプラットフォームの健全性維持において目覚ましい成果を上
げています。2024年には、全世界で1,500万点以上の模倣品が検知、押収、適切に処分され、これ
らの製品が顧客に届くことや、小売サプライチェーンで再販されることを防止しました 5。この活動は、
単なるコストセンターではなく、ブランドオーナー（Fortune 500企業から中小企業まで 5）の離脱を防
ぎ、長期的なプラットフォームの価値を維持・向上させるための戦略的投資であると評価されます。 

 

B. Brand Registryとエコシステム防御プログラム 

 

Amazon Brand Registryは、Eコマースにおける知財防御の中核であり、登録商標を持つ権利者向
けの無償プログラムです 6。このプログラムは、独自のテキスト検索および画像検索ツール、疑わし
い知財侵害報告に基づく予測自動化機能、そして商品詳細ページにおけるブランドオーナーの権限

強化（リスティング内容のより高いコントロール権）を提供します 6。これらのツールは、プラットフォー
ム上の模倣品を効率的に特定し、排除するために設計されています。 

さらに、Transparencyプログラムは、サプライチェーンの透明性を確保するための重要な手段で
す。このプログラムを通じて、ブランドはAPIを利用して製品の登録と管理を自動化し、25億点以上の
製品ユニットが本物として検証されています 5。世界中で88,000ブランドが登録しているという事実
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は、このプログラムがプラットフォームの信頼性を高める上で広範に利用されていることを示していま

す。 

また、Amazonは、知財登録プロセスを加速させるためにIP Acceleratorプログラムを導入しました 
19。これは、中小企業を主な対象とし、信頼できる外部の法律サービスプロバイダーのネットワークを

紹介することで、競争力のある料金で商標登録やその他の知財サービスを提供します。これにより、

ブランドは商標が係属中であってもBrand Registryに迅速に登録でき、保護ツールと販売上のメリッ
トを早期に享受することが可能となっています 19。 

 

C. Counterfeit Crimes Unit (CCU)と能動的執行の強化 

 

Amazonは、模倣品の排除を単なるプラットフォーム上での対応に留めず、供給元のネットワークを
破壊する「能動的執行」を追求しています。2020年に設立された**Counterfeit Crimes Unit 
(CCU)**は、法執行機関やブランドと連携するグローバルチームであり、模倣業者とそのネットワー
クを追跡しています 5。CCUは、設立以来、24,000件以上の悪質業者を追跡し、法執行機関への照
会を行っており 5、民事・行政的な対応を超えて、刑事責任の追及をも含む積極的な対策を講じてい
ることを示しています。 

 

D. APEXプログラムと知財の収益化（ライセンス機会） 

 

特許権の執行に関して、AmazonはAPEXプログラムを提供しています 20。このプログラムは、特許
権保有者が侵害を主張するASIN（Amazon Standard Identification Number）と特許番号を提出し、
Amazonによる確認を受けることを可能にします。 

特筆すべきは、APEXが特許権者にリストの削除だけでなく、ライセンスを通じた収益化のオプション
を提供している点です 13。特許権者が侵害販売者との間でライセンス契約を締結し、ロイヤリティ収
入を得る戦略を選択する場合、APEXは、このライセンス交渉と実施（モニタリング、コンプライアンス
監査、ライセンス執行）を支援する場を提供する可能性があります 13。これは、Amazonが知財紛争
を単なる「削除」で終わらせず、特許権者と侵害者の間の商取引を仲介し、エコシステム内で知財が

適正に評価され、循環するメカニズムを提供しようとしている試みであると評価されます。 
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V. 詳細分析（収益モデル）：プライベートブランドとデータ利活用の法的境界線 
 

 

A. プライベートブランド戦略と知財の役割 

 

Amazonは、Eコマース市場において強固な収益基盤を構築するために、43以上のプライベートレー
ベルブランドを展開し、243,000以上の製品ラインを擁する巨大な製品ポートフォリオを形成していま
す 21。このプライベートブランド戦略において、商標、パッケージングのトレードドレス、および製品の
機能に関する設計特許などの知的財産権は、単なる防御ツール以上の戦略的な意味を持っていま

す。知財は、プライベートブランドがマーケットプレイス上の競合製品と差別化され、顧客ロイヤル

ティを構築するための法的排他性を確立する基盤となります。 

 

B. 独占禁止法上の主要論点：データ利用の懸念 

 

Amazonのプライベートブランド戦略は、その市場支配力と相まって、グローバルな規制当局からの
厳しい監視下に置かれています。特に、欧州委員会（EC）は、Amazonがマーケットプレイスセラーと
の標準契約を通じて、第三者セラーの非公開データ（販売実績、収益性、顧客行動パターンなど）を

Amazonの小売事業が分析し、利用している可能性について、独占禁止法違反の調査（ケース番号 
AT. 40462）を継続しています 9。 

ECの懸念の核心は、Amazonがプラットフォーム運営者（マーケットプレイスの提供）と小売業者（市
場参加者）という二重の役割を持つことにあります 22。Amazonがプラットフォームで得た競争上機密
性の高い情報を自社のプライベートブランド開発に転用している場合、これは不当な競争優位性の
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獲得につながり、市場の公平性を歪めるリスクをもたらすと指摘されています 21。 

この規制リスクは、知財戦略と競争法が融合する領域で生じています。EC調査 9は、Amazonがプラ
イベートブランドの知財（商標や意匠）を構築するプロセスそのものが、競争法上の違反に問われる

可能性があることを示唆しています。これは、従来の知財法が権利の行使に焦点を当てていたのに

対し、プラットフォーム経済下では権利の「生成過程」が公正性の観点から問われているという、パラ

ダイムシフトを意味します。Amazonは、自社のIPを守るだけでなく、そのIPが公正な競争条件下で生
み出されたことを立証する必要があるのです。 

 

C. 「Buy Box」と「Prime」ラベルを巡る競争上の優位性 

 

ECによる調査のもう一つの焦点は、「Buy Box」の選定アルゴリズムや「Prime」ラベルの付与におけ
る、Amazonのデータ利用の役割です 9。 

Amazonが、自社の知財的な要素や内部データをBuy Boxのアルゴリズムに組み込み、プライベート
ブランド製品に有利な表示や露出を行っている場合、これは競争法上の優越的地位の濫用と見なさ

れる可能性があります。この問題は、Amazonのプラットフォーム支配力と知財的排他性の相乗効果
として分析されます。Amazonはマーケットプレイスの支配的地位を利用してセラーの競争上の知見
（実質的なトレードシークレット）を吸い上げ、そのデータから最適なプライベートブランド製品を特定

し、その製品をIPで排他化する。この循環は、セラーの競争力を削ぎ、Amazonの排他的知財権に変
換する効果を持つため、規制当局が問題視する「内部市場の公平性阻害」の核心であると評価され

ます。 

競争法違反が認定された場合、Amazonは巨額の制裁金だけでなく、知財創出の根幹に関わるデー
タ利用慣行の変更を強いられ、収益モデルの優位性が損なわれるリスクに直面します。 

 

D. データ利活用の法的境界線：トレードシークレットの観点 

 

第三者セラーの非公開販売データは、セラーにとって重要なトレードシークレットに該当します。

Amazonがこれらのデータを「内部利用」する行為は、セラーとの契約上の義務や、公正な競争を求
める規制当局の要求と衝突する可能性が極めて高いです。 

Amazonの知財戦略は、AWSインフラなど自社の技術的トレードシークレットを保護することに重点を
置いていますが、プラットフォーム利用者のビジネスデータ（実質的なトレードシークレット）の利用に

関しては、厳格な法的・倫理的な検証にさらされています。この法的境界線を明確にし、透明性のあ

る運用を確立することが、中長期的な独占禁止法リスクを軽減するための鍵となります。 
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VI. 競合比較：ハイテク大手およびリテール競合との研究開発・特許対比 
 

 

A. R&D支出規模の絶対的な優位性（ハイテク大手との比較） 

 

Amazonの年間R&D支出（2025年TTMで約960億ドル）は、テクノロジー業界全体でも最高水準に位
置しています 1。この規模は、Google（Alphabet）やMicrosoftといった他のハイテク大手に匹敵する
か、あるいは上回る水準であり、Amazonが将来の知財創出に投じる潜在的な資源の大きさを明確
に示しています。 

この投資の特徴は、Eコマース、クラウド、デバイス、そして物理的なロジスティクスインフラという、多
岐にわたる事業領域に分散されている点です。これにより、Amazonは単一の技術分野に依存する
のではなく、バリューチェーン全体を技術と知財でカバーする、広範な技術的優位性を構築していま

す。この絶対的な投資規模こそが、Amazonの持続的な競争力の基礎であると評価されます。 

 

B. AI特許ポートフォリオの構造的差異 

 

AI技術に関する特許ポートフォリオの分析は、Amazonとハイテク競合他社の戦略的な焦点の違い
を浮き彫りにします。MicrosoftやGoogleが汎用的なAI技術や情報処理、セキュリティ分野で多数の
特許を保有するのに対し 3、AmazonはAI関連特許の絶対数では劣るものの、AIロジスティクスと自
動化技術に特化したポートフォリオを持つことで差別化を図っています 3。 

この集中は、Amazonが外部との汎用技術の特許戦争を避け、自社の経済的利益に直結する分野

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/sv/ip_19_4291
https://digitalcommons.wcl.american.edu/cgi/viewcontent.cgi?article=2068&context=auilr
https://legalblogs.wolterskluwer.com/competition-blog/the-european-commission-investigations-against-amazon-a-gatekeeper-saga/
https://legalblogs.wolterskluwer.com/competition-blog/the-european-commission-investigations-against-amazon-a-gatekeeper-saga/


（サプライチェーンの効率化）にR&D資源と知財構築の労力を集中させていることを示唆しています。
これにより、Amazonは競合他社がR&D投資を増やしても容易に追いつけない構造的な「技術的
モート」を構築しています。この戦略は、特許を収益化や防御のために直接活用するだけでなく、サ

プライチェーンの標準を自社の特許技術に基づいてデファクトスタンダード化し、競合のキャッチアッ

プを困難にする意図があると推察されます。 

 

C. リテール競合との特許規模比較と産業の拡張 

 

Eコマースおよび従来の小売業界内での知財規模の比較では、Amazonのリードは圧倒的です。総
特許数において、eBay（1,438件）、Alibaba（440件）、Walmart（349件）といった主要な競合と比較し
て、Amazonのポートフォリオは桁違いに大きく、Amazonが知財を競争戦略の中核に据えていること
が明らかです 4。 

この優位性は、 Amazonが単なるEコマース小売業者ではなく、特許戦略を通じて、小売業とハイテ
クインフラ、ロジスティクス企業の機能を統合した新しい産業類型を確立していることを示していま

す。特にロジスティクス、倉庫の自動化、およびラストマイル配送技術に集中した特許群は、従来の

小売業者がデジタル化を進める上で克服すべき大きな技術的・法的障壁となっています。Amazon
は、知財を梃子として、小売業の定義そのものを拡張していると見られます。 

 

D. 知的財産戦略の類型比較：防御型 vs. 攻勢型 

 

Amazonの知財戦略は、その事業モデルの複雑さを反映し、防御と攻勢、そしてプラットフォームガ
バナンスが絡み合う、ハイブリッドなものであると総括されます。 

1.​ AWS/技術部門: 防御的特許ポートフォリオを構築しつつ、SEP訴訟リスクに直面する伝統的な
ハイテク企業の攻防一体型戦略を採用しています。ここでは、特許はクロスライセンスや訴訟

防御のための交渉材料として機能します。 
2.​ Eコマース部門: Brand RegistryやCCUに年間10億ドルを投じる 5強力なエンフォースメント戦略

を採用しています。これは、プラットフォームの信頼性維持を目的とした防御的な戦略であり、

第三者ブランドの知財を保護することが、結果的にAmazon自身の事業継続を可能にするとい
う間接的な戦略です。 

Amazonの知財活動は、技術的な排他権の追求と同時に、プラットフォームの公正な管理者としての
役割を果たすための制度設計に深く関わっており、その複雑さが競合他社には見られない特徴と

なっています。 

 



VI. 当章の参考資料 

 

●​ 1 url: 
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/AMZN/amazon/research-development-expen
ses 

●​ 3 url: 
https://patentpc.com/blog/ai-patent-showdown-google-vs-microsoft-vs-amazon-who-h
olds-the-most 

●​ 4 url: 
https://www.cbsnews.com/news/amazons-7096-ways-of-staying-ahead-of-competitors/ 

 

VII. リスク・課題：知財関連訴訟と規制当局対応 
 

 

A. 短期リスク：標準必須特許（SEP）訴訟の輸入差し止めリスク 

 

Amazonは、コネクテッドデバイス事業におけるSEP（標準必須特許）の侵害を巡り、Nokiaとの間で
国際貿易委員会（ITC）訴訟（Inv. No. 337-TA-1379, 337-TA-1380）に直面しています 8。この訴訟は、
ITCが輸入差し止め命令を下す可能性があるため、Amazonのデバイスサプライチェーンにとって最
も差し迫った短期的な法的脅威となっています。 

これらの訴訟において、行政法判事（ALJ）は2025年1月および2月に、Amazonが主張したFRAND
（公正、合理的、非差別的）ライセンス交渉義務に関する防御論、具体的にはNokiaの提示が差別
的、不合理であるという主張や、交渉が不誠実であるという主張をすべて却下しました 8。この判断
は、技術的な侵害の有無を超え、AmazonがFRAND交渉義務を誠実に果たしたかという「交渉プロ
セスと法務ガバナンス」に焦点が当てられた結果です。 

ALJは、交渉開始時に提示される非FRANDな「初期オファー」が許容されること、およびAmazonが
他の被許諾者と自社が「同様の状況」にあることを立証できなかった点を指摘しました 8。FRAND防
御の失敗は、Amazonの従来の「抵抗型」交渉戦略が、法的に限界に達していることを示唆してお
り、コネクテッドデバイス事業において輸入差し止めという致命的な結果を回避するため、和解を余

儀なくされる可能性を高めています 8。 

 

B. 中期リスク：独占禁止法調査と知財戦略の透明性 
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中期的な最大のリスクは、欧州委員会（EC）によるマーケットプレイスセラーデータ利用に関する独
占禁止法調査（AT. 40462）です 9。この調査は、AmazonのプライベートブランドIPの生成プロセス
が、マーケットプレイスセラーの競争上機密性の高い情報（実質的なトレードシークレット）の不当な

利用に基づいているのではないかという疑念に基づくものです 22。 

この規制リスクが深刻なのは、Amazonが知財保護の「善き番人」（CCUやBrand Registryに10億ド
ル投資 5）として振る舞いつつ、同時に「ゲートキーパー」として優越的地位を濫用しているという、矛
盾した戦略的立場に起因します。規制当局は、知財保護プログラムが独占禁止法上の濫用ではな

いか（例：Brand Registryを自社プライベートブランドの優遇に利用）と疑う可能性があり、知財活動
の意図と結果の透明性が強く求められています。競争法違反が認定された場合、Amazonの知財創
出の優位性の根幹が揺るぎかねません。 

 

C. 長期リスク：知財保護の不足と第三者侵害の監視コスト 

 

Amazonは、自社の10-Kにおいて、特許、商標、企業秘密といったIPを適切に保護できないリスク、
および第三者のIPを侵害したとして訴えられるリスクを、恒常的な事業継続上のリスクとして認識して
います 14。 

特にプラットフォームビジネスの性質上、知財リスクは常にセラーの不適切な行動によって発生する

構造的課題を抱えています。例えば、セラーが正しいインボイスを提供できない、または知財に関す

るデューデリジェンスを怠るなどの問題です 23。Amazonは、自動化されたレビューや人的な調査を
通じて悪質なアクターを迅速に排除するメカニズムを設けているものの 16、プラットフォームの規模が
巨大化するほど、個々のセラーによる知財侵害の監視、検証、および執行のコストは増大し続けると

いう構造的課題を抱えています。長期的に、この監視コストの増大と、それに伴うプラットフォーム上

での知財紛争の頻発は、Amazonの事業効率に圧力をかけ続けると推察されます。 
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VIII. 今後の展望：AI・標準必須特許（SEP）動向との接続 
 

 

A. AI技術の急速な進展と知財政策の再構築 

 

AI技術は、Amazonの技術的優位性の核であり、年間1,500件以上の特許出願に裏打ちされていま
す 3。しかし、この技術領域は、最も急速に知財法制が変化している分野でもあります。 

米特許商標庁（USPTO）は、AIイノベーションを促進しつつ、IPポリシーの責任ある利用を可能にする
ためのAI戦略を発表するなど 24、各国でAI関連の知財法制が急速に進化しています。Amazonが強
みとするAIロジスティクス特許 3の多くは、システムやプロセスに関わるものですが、もし将来的にAI
生成物やAI発明者の権利に関する法規制が厳格化されたり、AI関連の特許適格性が厳しく解釈さ
れたりした場合、出願中のポートフォリオに影響を与える可能性があります。 

Amazonは、グローバルな規制環境の変化、特にAI関連の特許適格性の今後の解釈を予測し、特
許出願の地理的範囲や技術的クレームの記述を調整する必要に迫られます。知財戦略は、技術開

発の優位性だけでなく、国際的な法制化の動向に柔軟かつ迅速に適応することが不可欠となりま

す。 

 

B. コネクテッドデバイスの普及とSEP係争の高止まり傾向 

 

IoT、5Gなどのコネクテッドデバイス市場におけるAmazonのシェア拡大（EchoやRingなど）に伴い、
SEPのライセンスを巡る係争リスクは構造的に高まっています。NokiaとのITC訴訟 8は、Amazonがこ
のSEP紛争の最前線に立たされていることを示しています。 

今後も、SEP保有者はFRAND交渉義務を履行しつつも、より積極的に侵害を主張し、輸入差し止め
命令のリスクが高い執行地（米国ITCや欧州統一特許裁判所）で係争が活発化することが予想され
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ます 8。SEP訴訟リスクは、Amazonのハードウェア事業の継続的な成長に対する直接的な脅威であ
り、この問題は単なる一時的な費用ではなく、Amazonのデバイス事業全体の収益構造に長期的な
影響を及ぼす可能性があります。 

したがって、Amazonは、SEPライセンス戦略を根本的に見直し、適切なFRANDレートでのライセンス
取得または防御的な特許獲得戦略を強化する必要があります。これは、技術開発以上に、標準化プ

ロセスへの積極的な参加や、関連する防御的特許の取得が不可欠であることを意味します。 

 

C. グローバルな知財制度改革の方向性とAmazonへの影響 

 

デジタルプラットフォームの役割拡大に伴い、知財の生成・利用に関するガバナンスが、規制当局の

主要な監視対象となる傾向は今後も継続すると予想されます。ECによる独占禁止法調査 9が示すよ
うに、知財の公正な行使がグローバルな課題となっています。 

Amazonは、EUのデジタル市場法（DMA）や米国での類似の規制動向を考慮し、二つの相反する圧
力に対応する必要があります。一つは、マーケットプレイスセラーの知財保護を強化すること（IP 
Accelerator 19、Transparency 5の拡張）を通じてプラットフォームの信頼性を高めること、もう一つ
は、 Amazon自身のデータ利用と市場支配力に対する制限（独禁法）に厳格に従うことです。 

Amazonは、知財の公正な行使と、データ利用ポリシーの透明性を確保するための制度的な枠組み
を強化する必要があります。知財部門が、技術的排他性の追求と、プラットフォームのルールメー

カーとしての公正性の確保という、二つの役割を両立させることが、今後の事業継続の鍵となると推

察されます。 
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IX. 戦略的示唆：経営・研究開発・事業化へのアクション候補 
 

 

A. 経営層への示唆：知財戦略とコンプライアンスの統合 

 

知財を核としたリスク管理は、全社的な経営の最優先事項として位置づけられるべきです。 

1.​ 競争法コンプライアンスの絶対的優先（データガバナンス）​
ECによる独禁法調査 9の進展を受け、プライベートブランド戦略における第三者セラーデータ
の利用慣行について、外部の監査機関を導入し、透明性を確保すべきです。データ利用ポリ

シーを厳格化し、知財創出プロセスが競争法上のグレーゾーンに入らないよう、内部統制を強

化することが推奨されます。これにより、プラットフォームにおける知財の「生成過程」が公正で

あることを対外的に証明することが可能となります。 
2.​ SEPリスクの定量化と集中管理​

Nokia訴訟の結果 8を踏まえ、全コネクテッドデバイス製品ラインに対するSEPエクスポージャー
を定量化し、リスクをコストとして織り込む「リスク回避型」戦略への移行を検討すべきです。具

体的には、訴訟発生前の段階で、クロスライセンスまたはライセンスプールへの参加を戦略的

に検討し、輸入差し止めという致命的な結果を回避するための早期かつ合理的な合意を目指

すべきです。 

 

B. 研究開発部門への示唆：ポートフォリオの最適化と質の向上 

 

R&D投資の効率を最大化し、知財の競争優位性を維持するためには、戦略的な集中が必要です。 

3.​ ロジスティクスIPの戦略的集中維持​
AI関連R&D投資の焦点は、引き続きAmazonに独自の競争優位性をもたらすAI駆動型ロジス
ティクスと自動化技術 3に維持すべきです。これらの特許は、コストリーダーシップを維持するた
めの生命線であり、防御的利用だけでなく、積極的に競合他社の模倣を阻止するための「攻め

の特許」として活用されるべきです 25。開発段階から、これらの特許が競合に対する参入障壁
として十分に機能するよう、クレームの記述を厳密に行うことが求められます。 

4.​ トレードシークレット管理の厳格化​
巨額のR&D投資 1の結果生じる知財のうち、特許化が難しい、あるいは非公開が望ましい技術
（例：AWSのコア運用アルゴリズム）については、トレードシークレットとして厳格に管理する体制
を強化すべきです。特許出願による公開リスクとトレードシークレットの法的保護のバランスを

定期的に再評価し、内部・外部の秘密保持措置を厳格化することが必要です。 



 

C. 事業化・プラットフォーム部門への示唆：信頼性の向上とエンフォースメント効率化 

 

マーケットプレイスの長期的な成功は、セラーからの信頼と、効率的な知財執行に依存します。 

5.​ ブランド保護プログラムのグローバルな拡張と標準化​
Brand RegistryやIP Accelerator 19といったブランド保護ツールを、さらなる新興市場やローカ
ルブランドに広げることで、プラットフォームの信頼性をグローバルに底上げすべきです。これに

より、模倣品対策（CCUの負担）を軽減しつつ、結果的にプラットフォームの正当性を強化する
ことができます。ブランド保護の基準を国際的に標準化し、セラーにとって分かりやすいガバナ

ンスを構築することが求められます。 
6.​ APEXプログラムの活性化とライセンス市場の創出​

APEXプログラム 13を特許紛争解決の主要な手段として活性化させ、侵害が判明したセラーに
対するライセンスオプションの提示を標準化することを推奨します。これにより、プラットフォーム

上での知財の「適正価格」を確立し、紛争を効率的に商機へと転換することが可能となります。

これは、知財部門が単なる訴訟対応者ではなく、プラットフォーム上での知財取引の仲介者とし

ての役割を担うことを意味します。 
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総括 
 

Amazonの知財戦略は、巨額のR&D投資によって支えられる技術的優位性を、広範かつ戦略的に
集中した特許ポートフォリオ（特にAIロジスティクス）によって法的に排他化することに成功していま
す。Eコマース部門においては、年間10億ドル超の投資とCCUの設立に見られるように、ブランド保
護を「プラットフォームの信頼性」という無形資産への不可欠な投資と位置づけ、能動的な防御策を

講じています 5。これらの活動により、Amazonは小売業界の競合他社に対する圧倒的な技術的・法
的優位性を確保し、事業の「成長のフライホイール」を駆動し続けていると評価されます。 

しかし、この成功は同時に、二つの深刻な法的脆弱性を生み出しています。一つは、コネクテッドデ

バイス事業におけるSEP訴訟であり、Amazonの従来のSEP交渉戦略がITCで却下されたことにより、
輸入差し止めリスクが顕在化している点です 8。もう一つは、ECによる独占禁止法調査であり、プライ
ベートブランドIPの生成プロセスにおけるデータ利用の公正性が問われ、知財戦略そのものが競争
法上のリスクに直面している点です 9。 

意思決定への含意として、Amazonは今後、技術的な革新の追求と並行して、知財活動におけるガ
バナンスと透明性を抜本的に強化する必要があります。特に、SEP交渉戦略をリスク回避型に移行
させ、プライベートブランドの知財創出においては、第三者セラーのデータ利用に関する競争法コン

プライアンスを最優先することが不可欠です。知財部門は、単なる法的排他権の獲得だけでなく、プ

ラットフォームの公正な管理者としての役割を果たすための制度設計に深く関与し、高まる規制リス

クに対応することが、長期的な事業継続と市場優位性の維持における最重要論点であると結論づけ

られます。 
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